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中高合同模擬裁判 【11/30（月）】 

本校３年生と中学３年生を対象に、模

擬裁判を行いました。生徒が裁判員や検

察官、弁護人などを演じ、実際の裁判の

流れを再現しながら、裁判や裁判員制度

などについて学びを深めました。ご講演

くださった講師の皆様、貴重なお時間を

ありがとうございました。 

年賀状作成 【12/8（火）】 

地域のご高齢の方に向けて年賀状を

作成しました。世の中は新型コロナウイ

ルスによる自粛の日々で気が滅入りま

すが、この年賀状を受け取った方の心が

少しでもあたたかくなれば幸いです。 

 

街頭募金活動 【12/10（木）、11（金）】 

 生徒会役員が校内外で募金活動を行

いました。生徒の呼びかけにあたたかい

笑顔で応答してくださった地域の皆様、

募金活動にご協力いただき、本当にあり

がとうございました。 

 



 

下宿先募集中！ 

門前高校では、地元中学生数の減少を見据え、今後は他地域

からも広く生徒を募集しなければならないと考えています。

そのためには、生徒を受け入れる下宿先が必要となります。

そこで、門前高校としては、町内下宿先マップ等を作成した

いと思います。 

来年４月から直ぐにという訳ではなく、今後、門高生を下宿

させて頂けるという方は、下記の門前高校までご連絡下さい。 
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１月の予定 

５日（火）共通テスト同時刻模試（３年）① 
６日（水）共通テスト同時刻模試（３年）② 
７日（木）３学期始業式 
８日（金）就職公務員模試（２年）③ 
     体重測定週間（～15日） 
15日（金）交通安全指導 
     共通テスト結団式 
16日（土）共通テスト① 
17日（日）共通テスト② 
18日 (月) 共通テスト自己採点 
19日（火）図書館講座 
22日（金）英検③一次 
23日（土）進研総合学力テスト（１・２年）① 
24日（日）進研総合学力テスト（２年）② 
     全商簿記実務検定 
25日（月）国公立大学出願開始 
28日（木）学年末考査（３年）① 
29日（金）学年末考査（３年）② 

先月よりご協力をお願いしております衣類・

タオル等の寄付につきまして、ご協力くださ

いました皆様方に心より感謝申し上げます。

引き続き募集しておりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

ご協力のお願い・感謝 

新型コロナにより出張や研修は、中止またはWEB開催になり、部活動の代替え大会は、 

勝っても引退であり、観客数の制限がされた試合では、本来の緊迫した場面を経験できな 

いまま終わったイメージは歪めません。医療従事者はもちろん、どの家庭でも経済活動の 

停滞や新しい生活様式に対応した様々なアイデアが試行されていますが、今後の動向が 

読めない中、不安は現在も続いています。振り返ると、「やれることを探す」企画を考え、生徒の気持ちに寄り添う

「心の 1 年」であったとも言えます。修学旅行、文化祭・体育祭など、例年とは違う内容で何度も練り直し、何とか軟

着陸を繰り返しました。 

ここで、コロナ禍でヒットした２つの物語を振り返ります。まずは、「鬼滅の刃」です。読者の予想を超えた絶望的な

場面であっても、「希望を捨てない」読者の祈りが結集された展開が繰り広げられました。もう一つは NHK の朝の

連続ドラマ「エール」です。戦争という大きな苦難に遭遇し、心が砕け散っても、応援する心の大切さと曲に込められ

た強い信念に多くの人が共感しました。どちらも、つらい思いをしている人の気持ちを読み取り、元気づけることがで

きた、後世に伝えるべき名作になったのではないでしょうか。 

人と人とのコミュニケーションが原動力となり、心が成長する過程では、まず、頑張っている人に対して応援ができ

るようになります。その次に、今度は自分自身を応援し励まし、頑張るための気力が充実していく段階に達します。し

かし、単に〝頑張れ〟だけでは伝わらないのです。最終目標は優勝や勝利だけではなく、積み重ねた努力の中で、自

ら改善点を見つけて前へ進む「自己分析力」が必要なのです。その力は、必ずや将来役に立ちます。 

私たち教員のコーチング（伴走）の質が向上し、改善できた理由を生徒自らの言葉で語れるまでに高めると同時

に、チャレンジさせる意義を深く理解できるようになるため、来年も日々努力を重ねていきます。 

～「心の１年」を振り返る～ 

校長 金岡 利宏先生 

今年もあと少しで終わりです。 

令和３年が皆様にとって素敵な 1年間になり

ますように、心からお祈り申し上げます。 

来年も門前高校にご理解とご協力のほどよ

ろしくお願いいたします。 
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